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することにより、これまでわからな

かった脳の働きや脳の発達過程を

解明する研究を行おうとするもの

です。

畔 PE丁薬斉」製造学部門

PE丁 による分子イメージングでは、

目的に応じた様々なPE丁薬剤が使

われます。これらは、製造後すぐに

臨床研究や基礎研究に用いられる

ため、合成・製剤化には迅速性と確

実な安全性が要求されます。本部

門では、薬剤の安定供給を目的と

し、管理された製造環境のもと、最

適な遠隔自動合成法ならびに品質

管理検定法の確立を行っていま丸

唇
います。これらの多|くの分‐子

―
の中か

ら、分子イメ■ジングのための効果

的な標的分子を選択することや、新

しい分子を探索していくことが必要

になってきます。本部門は、細胞機

能を解析することにより、分子イメ

ージングのための効果的な標的分

子や疾患特異的な分子を探索する

部門です。また、既存の分子プロー

ブを用いて、未知の細胞機能の解析

や分子プローブの新しい応用方法

を探索することも行っていきます。

■ P巨丁工学部門 (寄附研究部門)

本研究部門では、主に液体、気体タ

ーゲットシステムの効率的利用と

サイクロトロンに適した団体ターゲ

ットシステムの開発を行い、従来か

ら利用されているPE丁核種に加え

て新規の放射性同位元素の製造と

供給に関する研究を行います。さら

に、得られた放射性同位元素の精

製装置の開発とその利用について

の基礎研究を行いま丸

渠「ポ郵輯3La款
子の関与が日々明らかにされ

ます。このような研究をさらに

し、診断および治療に活用す

に、これらの分子をミクロから

口なレベルにおいて可視化す|

術、およびそのような技術を持った

人材が求められています。  |
本部門では、基礎から臨床まで幅

広く画像医学および分子イメTジ
ングを行う研究者。医師・技師。薬

剤師の育成を行うとともに、アジア

諸国の研究交流を促進し、大学院

生。ポスドク等の積極的受け入れ

により、分子イメージング・PE丁核

医学の普及に努めます。
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分子の活性化には二つの方法があります。ひとつはあらかじめ高いエネルギー

を持つ粒子をあてて活性化した分子 (放射性薬剤)を体内に投与し、その挙

動を追跡する方法でポジトロンCT(PET)などの核医学検査がこれにあたります。

もうひとつは、人体に直接高いエネルギーを持つ光や磁場をあてることにより、

体内にもともとある分子を活性化しそこから得られる信号を測定する方法で磁

気共鳴画像(MRI)や 近赤外光測定などがあります。高エネルギー医学研究

センターは、これらの方法を新たに開発・駆使し、体の機能や病気の状態を示

す分子からの信号を人体に負担をかけることなく画像として捉え、病気の診

断と予防に役立てるための基礎的・臨床的研究を推進するとともに、地域医

療|の向上に貢献することを目指すものであります。また、新たに開発された方

法論によ―る人体の理解は、新しい学問分野の確立にも大きな寄与をするもの

と考えられます。そのため、本センターでは放射性薬斉Jを 製造するのに必須と

なるサイクロトロンや自動合成装置、PETスキヤナー、高磁場 (3テスラ)PIIRIス キヤ

ナーなどの大型設備を設置するとともに、体の機能や病気の状態を知るのに

適した信号を出してくれる分子の探索や設計をするための基礎研究機器を

そなえ、センター内外の研究者が一九となって活発な研究を進めています。



研究を支える高精度な設備

画像医学と原子力の平和利用。

本研究センターは、PETや MRIに よる機能測定の臨床的研究と、機能分子画像をめざ

す基礎的研究を統括的に推進し、本邦における機能画像研究のセンター的役割を果

たすことによって、福井大学医学部の特色となるとともに、地域住民の原子力平和利

用に示されている理解に応えて、地域医療の向上に貢献することを目指しています。
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